





































































































































日 時 ９月18日（土）13 : 00～16 : 00
会 場 国立婦人教育会館講堂
対 象 子どもを持つ親、これから親になる男女、家庭教育に関心のある人






















































































































































21～23日 Human Self Development Associate
21～23日 全国保育団体連絡会
27～28日 婦人教育、家庭教育、ボランティア行
政担当者会議（文部省主催）
６月
１～２日 埼玉県立南教育センター
４日 埼玉県教育局生涯学習部市町村教育第
一課
15～16日 埼玉県立南教育センター
23～26日 日本参加のまちづくりフォーラム
23日 菅谷班教育研究会
24日 嵐山町第4回子ども音楽祭
●展示コーナー
編集後記 ８月６日（金）～８日（日）炎暑の中、女性学・ジェンダー研究
フォーラムを嵐山の地で開催しました。今年度で第４回目となったこの
フォーラムは、年々その規模を増し、今年度は会館の収容能力をはるかに超
える約 2,100 名の方々が全国から参加いたしました。「変革への力にどう生
かす！－男女共同参画社会基本法－」のシンポジウムにおいては、基本法を
もとに具体的にどう実行していけばよいか４人のシンポジストと参加者と
の間で熱心に討議が行われました。詳細は次号でご報告いたします。会館に
おいては、「エンパワーメントは21世紀への合い言葉－新たなる共生をめざ
して－」を総合テーマとして、引き続き事業の推進に努めてまいりますので
どうぞよろしくお願いいたします。
「女性と健康（リプロダクティブ・ヘルス／
ライツを考える）」
日本におけるピルの解禁や、今年２月の
ハーグ国際フォーラム、３月ニューヨーク
国連人口会議といった「リプロダクティブ・
ヘルス／ライツ？性と生殖の自己決定権」
をめぐる国際的な動向を踏まえて、今回は
「女性と健康」をテーマにとりあげました。
女性の一生に避けては通れないこの問題
にどう取り組んでいるか、また今後の課題
について考える資料を一階エントランス
ホールに展示中ですので是非ご覧ください。
＊展示例＊
「リプロダクティブ・ヘルスの視点から」「性
と生殖に関する権利 : リプロダクティヴ・
ライツの推進」「リプロダクティブ・ヘル
ス/ライツ：からだと性、わたしを生きる」
ほか
